
 （3）　九州の輸送機関別旅客輸送人員の推移
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（注）1.（　）は５０年度を100とした指数である。

　　　2.ＪＲの６０年度までは旧国鉄の実績である。　

　　　　民鉄は、地方鉄道、軌道（公営含む）、鋼索鉄道である。

　　　3.自動車輸送統計調査は、平成22年度より調査方法及び集計方法を変更したため、

　　　　21年度以前とは連続しない。

　　　　自家用輸送に関する調査は廃止されたため、営業用乗合(バス)と営業乗用車(タクシー

　　　　等）の数値を掲載する。

  資料：鉄道　「鉄道輸送統計年報　平成30年度分」、「九州運輸要覧　平成30年度版」

　　　  バス　「九州運輸要覧　平成30年度版」、「国土交通省（自動車輸送統計）平成29年度版」

 　　　　　　 「国土交通省（交通関連統計資料集）平成29年度」

　 　　 航空　「航空輸送統計年報　平成29年版」

　 　　 船舶　「国土交通省　海事レポート令和元年版」、 「九州運輸要覧　平成30年度版」
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